
項 ⽬ 内 容
名称 ケイ素、ケイ素化合物 [英]Silicon (Si)Silicide [学名]

概要 ケイ素は、炭素族元素の1つであり、⼟壌や⽔中に含まれている。ケイ酸塩や⼆酸化
ケイ素として多くの動植物中に存在し、⾻格や細胞壁の構築・補強を担っている。
様々な植物性⾷品や飲⽤⽔などに含まれる。ケイ素は⼈の体内の微量ミネラルとし
て、⾻形成に働くが、現時点では必要量が明確でなく、⾷事摂取基準は設定されて
いない。

法規・制度 ■⾷薬区分
・ケイ素 (酸化ケイ素)︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しな
い成分本質 (原材料) 」に該当する。
・コリン安定化オルトケイ酸 (Choline-stabilised orthosilicic acid)︓「医薬品的効
能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物
・指定添加物
⼆酸化ケイ素 (シリカゲル)︓製造⽤剤

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号Si、原⼦番号14、原⼦量28.0855 (104) 。

分析法 ・モリブデンイエロー吸光光度法 (波⻑410 nm) 、ICP法やICP-MS法が⽤いられる
(PMID:15161212) (PMID:15098084) (PMID:11225672) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ RCT
・⾻減少症の⼥性136名 (イギリス) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試
験において、カルシウム1,000 mg＋コレカルシフェロール20μgとともに、コリン
安定化オルトケイ酸としてケイ素を3 mg (33名、平均60.4±11.8歳) 、6 mg (33
名、平均59.7±9.4歳) 、12 mg (33名、平均60.8±9.7歳) 、12ヶ⽉間摂取させた
ところ、6 mg、12 mgの摂取で⾻形成マーカーのP1NP減少抑制が認められたが、
その他の⾻形成マーカー (オステオカルシン、⾻型ALP) 、⾻吸収マーカー (DPD、
I型コラーゲン架橋C-テロペプチド) 、⾻密度に影響は認められなかった
(PMID:18547426) 。
・変形性関節症患者や中程度の膝痛がある成⼈166名 (試験群87名、平均61.7±6.5
歳、ベルギー) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、コリン
安定化オルトケイ酸としてケイ素を5 mg×2回/⽇を12週間摂取させたところ、変形
性膝関節症指数 (WOMAC) のスコア、痛みの強さ (VAS) 、軟⾻分解バイオマーカ
ー (Ⅱ型コラーゲン、軟⾻オリゴマーマトリックスタンパク質) に影響は認められな
かった (PMID:28056936) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT
・活発な男性15名 (平均23.6±3.7歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検クロスオー
バー無作為化プラセボ対照試験において、コロイドケイ酸ミネラル250 mg＋⽶ぬ
か350 mg含有カプセル×4個/⽇を7⽇間摂取させたところ、⼼拍数、⾎圧、体⽔分
量、主観的運動強度、⾎中乳酸濃度、運動パフォーマンスに影響は認められなかっ
た (PMID:20975106) 。
・健康な⼥性45名 (試験群22名、平均44.1±2.43歳、ドイツ) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、コリン安定化オルトケイ酸10 mg/⽇を9ヶ
⽉間摂取させたところ、⽑髪引っ張り試験における弾性と破断荷重の低下抑制、⽑
髪横断⾯⾯積の増加が認められたが、伸⻑率に影響は認められなかった
(PMID:17960402) 。
・成⼈22名 (試験群11名、平均45.6±4.8歳、ブラジル) を対象とした⼆重盲検無
作為化プラセボ対照試験において、オルトケイ酸600 mgを朝⾷の15分前に90⽇間
摂取させたところ、⽪膚画像解析 (シミ、シワ、質感、⽑⽳) 、肌の主観的評価に影
響は認められなかった (PMID:28941141) 。
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